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十和田市過疎地域持続的発展計画（案）に対する 

パブリックコメントの結果について 
 

１．パブリックコメントの実施概要  

（１）意見募集期間 令和３年10月１日～20日 

（２）閲覧方法 

  ① 市役所政策財政課での閲覧 

  ② 市ホームページでの閲覧 

（３）提出方法 

住所、氏名、電話番号、ご意見を記入のうえ、持参、郵送、FAXまたはメールの 

いずれかの方法 

【意見件数】  ７件 

 

２．意見の概要と市の考え方 

計画案を修正するもの ０件 

既に計画（案）に盛り込まれているもの １件 

提案として、取り組みの参考とするもの ４件 

その他 （質問など） ２件 

計 ７件 

  

【既に計画（案）に盛り込まれているもの】 

番号 意見の概要 市の考え方 

１ 

現在一部のスポーツ少年団の活動は行

われておりますが、指導員不足・送迎問題・

見守りなど保護者の負担が多くあります。

そこで、小学生があらゆるスポーツに触れ

ることができる環境の整備・施設の整備を

提案します。 

 

■継続的にスポーツ教室（野球・ミニバス・

サッカー・バレー等）などを開催し、中

学校につなげることができる環境と指

導者の育成に力を入れてほしい。 

 

市では、毎年、アネックススポーツラン

ドでスポーツ教室を開催しております。  

スポーツ教室の種目選定にあたっては、

中学校での部活動種目の採用も踏まえて

検討してまいります。 

また、継続的な支援については、沢田地

区体育振興会及び法奥地区体育振興会と

も情報を共有し、支援の方策について検討

してまいりたいと考えております。 

（計画掲載 Ｐ55） 
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【提案として、取り組みの参考とするもの】 

番号 意見の概要 市の考え方 

１ 

十和田西高校の募集停止に伴い、市内の

高校や三沢商業・三沢高校への通学が増え

ることが見込まれます。そこで、高校生の

公共交通での通学の利便性の拡充を提案

します。 

 

■通学時間帯に焼山方面より、乗り換えな

しで三沢高校まで通える通学の乗り合

バスをつくってほしい。 

 

三沢方面の高校への通学には、現在、十

和田市中央又は元町東の停留所で乗り換

えすることとなっております。バス事業者

からは乗り換えに不都合がないよう時間

を設定していると伺っております。バスの

運行経路等につきましては、バス事業者が

決定することではありますが、来年４月の

公共交通拠点開設にあたっても、通学に不

便がないよう、バス事業者と協議してまい

りたいと考えております。 

 

２ 

十和田西高校の募集停止に伴い、市内の

高校や三沢商業・三沢高校への通学が増え

ることが見込まれます。そこで、高校生の

公共交通での通学の利便性の拡充を提案

します。 

 

■通学（バス等）に係る費用への助成金が

必要ではないか。 

 

現在、高校の通学に係る助成は、平等性

の観点等から実施する予定はございませ

んが、いただいたご意見は、利用状況を踏

まえ、今後の取組の参考とさせていただき

ます。 

 

３ 

世界的な十和田湖・奥入瀬を持っている

ので観光客増・滞在型の観光への取り組み

が雇用創出につながると考えます。 

そこで観光客増や滞在する人口増を図る

ための取組を提案します。 

 

■観光客増加のために渓流温泉地区、奥入

瀬渓流から子ノ口までのシャトルバス

を運行してほしい。 

 

当該エリアを含む区間では、民間事業者

による路線バスが運行されているほか、今

年度は、期間限定ですが、一般社団法人十

和田奥入瀬観光機構により、焼山地区から

休屋における夜間のシャトルバス運行が

行われております。 

市では、これらの有効活用を図りなが

ら、観光客の利便性向上に取り組んでまい

ります。 

 

４ 

世界的な十和田湖・奥入瀬を持っている

ので観光客増・滞在型の観光への取り組み

が雇用創出につながると考えます。 

そこで観光客増や滞在する人口増を図る

ための取組を提案します。 

 

■滞在人口の増加につなげる取組として、

空き家を活用して素泊まり宿を充実さ

せる取組をしてはどうか。 

 

市では、空き家を宿泊施設等に改修する

ための補助制度を設けており、今後も引き

続き、民間事業者の取組を支援してまいり

ます。 
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【その他（意見など）】  

 

 

番号 意見の概要 市の考え方 

１ 

現在一部のスポーツ少年団の活動は行

われておりますが、指導員不足・送迎問題・

見守りなど保護者の負担が多くあります。

そこで、小学生があらゆるスポーツに触れ

ることができる環境の整備・施設の整備を

提案します。 

 

■法奥小・沢田小の子ども達がサッカーの

他に野球・ミニバスなどを経験できる環

境を整備してほしい。 

 

市では利用者のニーズや利用実態を踏

まえた上で安全で快適にスポーツ活動に

取り組むことができるよう、市民のスポー

ツ活動を推進しています。 

市内には野球、ミニバスやレスリングな

ど、さまざまな種目のスポーツ少年団があ

り、公共施設や学校開放事業を活用して活

動しています。 

また、体育の授業においても、学校毎に

工夫を凝らし、さまざまなスポーツに触れ

る機会を提供しています。 

 

２ 

現在一部のスポーツ少年団の活動は行

われておりますが、指導員不足・送迎問題・

見守りなど保護者の負担が多くあります。

そこで、小学生があらゆるスポーツに触れ

ることができる環境の整備・施設の整備を

提案します。 

 

■当該地域から他地域のスポーツ少年団

参加の場合は、送迎をするシステムを整

備してほしい。 

 

 

市内のスポーツ少年団やスポーツ教室

を行う団体の中には、送迎サービスや練習

会場を持ち回りにするなど、保護者の送迎

の負担軽減に取り組んでいる例もござい

ます。 

現時点では、市が送迎システムを整備す

る予定はありませんが、各スポーツ団体の

送迎に関する情報や活動状況を紹介する

ため、市のホームページ内にスポーツ少年

団紹介コーナーを年度内に整備してまい

りますので、参考にしていただければと思

います。 

 


